


　患者の窓口負担に上
限額を設ける「高額療

養費制度」を見直し、収入によっ
て上限額が変わる所得区分を細分
化し、上限額を8月から2年かけて
段階的に引き上げます。平均所得
層では、現行上限額が10％増え月
約8万8000円に。高齢者医療費3
割負担も狙われており、深刻な受
診抑制につながりかねません。
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どう見る？ ２５年度政府予算案 ジェンダー平等

衆院議員の６割賛成

自民党はなぜ反対？

一部企業に大盤振る舞い 選択的夫婦別姓へ

医療DX（デジタル化）に
対応できず「廃業しかない」

大企業
デジタル

予算削減で国民負担増社会
保障

医療 　昨年の介
護報酬改定

で訪問介護の基本報酬
が引き下げられ、訪問介護事業者の倒産が過去最高を記
録。その上、政府は介護の利用者2割負担の拡大を26年
度予算編成までに検討するとしており、負担増と給付削
減を狙っています。

介護

　減り続ける年金。自公政権の12年間で削減
合計は30兆円超。マクロ経済スライドにより、

基礎年金の減額調整が57年度まで続きます。

年金

　「家族の一体感が損なわれる」と言って、
戦前の古い「家制度」にしがみつき、別姓
に頑強に反対する統一協会と関係を断てな
いから。「一体感」は「同姓の強制」では
生まれません。特殊な家族観で国民を縛る
のはもうやめ
るべきです。

　先の総選挙で抵抗する勢力が少数とな
り、新しい国会で念願の選択的夫婦別姓の
実現が一気に近づいています。

　制度実現に賛成する
衆議院議員が６割を超
え、経団連など経済界
も世論も賛成が多数で
す。国連女性差別撤
廃委員会から「日本政
府は何も行動していな
い」と指摘される事態
改善へ。世界で唯一
の〝同姓強制〟から、選
択的夫婦別姓へ、実現のチャンスです。

●賛成7割
●地方議会
　意見書464

世論は

「早期実現を」
経団連

勧告４回
国連

（１月７日現在）

　石破政権は昨年11月、
総合経済対策として「AI・
半導体産業基盤強化フレー
ム」を決定。30年度まで
に10兆円以上の公的支援
を打ち出しました。新年度
は人工知能（AI）と半導
体分野の技術開発支援とし
て3328億円を計上。補正
予算と合わせて1.9兆円も

の大企業支援です。
　3328億円のうち約1000
億円を半導体の国産化を
目指すメーカー、ラピダス
へ出資。ラピダスへは研究
開発費として最大9200億
円の支援を決定するなど、
自民党の金権腐敗体質が
一部企業への大盤振る舞
いとなって現れています。
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　大阪府歯科保険医協会と懇談し
た辰巳孝太郎衆院議員。マイナ保
険証を利用した医療DX推進圧力と
して監査と指導が強化されペナル
ティが課されています。「対応でき
ない医療機関は廃業するしかない」
との切実な声が出されました。

今がチャンス


